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都市と緑のマスタープランの概要

本市では、平成17（2005）年に策定した「小山市都市計画マスタープラン」を長期的

な都市計画の基本方針とし、市民生活のニーズを念頭におきながら、まちづくりと市民と

の関わり方や都市の将来像およびその実現に向けた都市基盤の整備の方向性等について定

めていました。また緑の将来像については、平成18（2006）年に策定した「小山市緑の

基本計画」において、本市の将来のあるべき姿を示し、その実現に向けた様々な施策事業

を進めてきました。

一方、近年においては少子高齢・人口減少社会の進行や、道路・橋梁等の社会資本の

老朽化、世界規模での気候変動も深刻化しており、その影響として激甚化・頻発化する自

然災害、環境・エネルギー問題の深刻化等、本市は厳しい社会情勢の中に置かれています。

また、多様化する市民の価値観やニーズを的確に捉えるとともに、上記の社会的な課題

を乗り越えていくため、「Society5.0」、「国土強靭化」、「新しい生活様式の定着」等の新

たな視点を踏まえながら、「SDGs（持続可能な開発目標）」に対応した持続可能なまちづ

くりに取り組んでいくことが求められています。

このような中、都市環境と田園環境が調和した「田園環境都市おやま」を将来に渡り持

続的に発展させるため、ともに改訂時期を迎えている「都市計画マスタープラン」と「緑

の基本計画」を一本化し、都市とみどりを一体的に捉えた「小山市都市と緑のマスタープ

ラン」（以下、「本計画」）を策定しました。

なお、検討にあたっては、小山市の風土性（風土の成因とそれらの関係。風土の成り立

ち）を対象とした「風土性調査」を実施し、風土性に根差した都市づくりの視点を本計画

に反映させました。

第 1 章

マスタープランの改訂の背景と目的1 － 1
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今日まで受け継がれてきた自然・田園環境は、市民の生活とは切り離せない存在となっ

ており、それらは都市計画の大変重要な要素のひとつとなっています。しかし従来の都市

計画マスタープランは、道路等の都市施設の配置や整備に力点が置かれ、みどりに関して

は別途「緑の基本計画」等で詳細に計画するという考え方が主流でした。しかし近年の

SDGs（持続可能な開発目標）やカーボンニュートラルの実現といった時代潮流を踏まえ、

都市とみどりを切り離してまちづくりを考えていくよりも、一体的に捉えることが持続可

能性や自然環境への配慮のために合理的だと考えられます。

本計画は従来の都市づくりの考え方から、「緑の中に都市がある」という考え方へと都

市行政の発想の転換を図るとともに、従来の都市計画マスタープランの骨格を有しながら

も、みどりをより一層掘り下げて、緑の基本計画と一体的に検討し、将来のあるべき都市

とみどりの姿を示すものです。

また本市では、市制100周年（令和36（2054）年）に向け、本市のあるべき姿を示す

ため、「田園環境都市おやまビジョン（以下、「ビジョン」）」について、令和4(2022)年

度から検討を始め、令和6(2024)年度中の策定を予定しています。ビジョンの策定にあたっ

ては多くの市民との議論を重ねて検討されており、ビジョンと本計画の策定作業期間が重

なっていることから、ビジョンの検討の中で得られた意見も本計画に反映することで、整

合性をより高めた計画とすることに努めました。ビジョンの目標年次である令和36（2054）

年に対して、本計画は中間的な時期である令和22（2040）年を目標年次として都市と緑

の将来像を描いています。

マスタープランの位置付け1 － 2
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都市計画マスタープランと緑の基本計画はそれぞれ下記のとおり法律に基づく法定計画

となっており、本計画策定後は本計画で定めた目標や方針に従って事業や施策を実施して

いくことになります。

【都市計画マスタープラン】

都道府県が定める都市計画区域マスタープランおよび市町村の議会の議決を経て定め

られた市町村の建設に関する基本構想に即し、市町村が都市計画の基本を定めるものです。

都市計画マスタープランは、市全体のまちづくりの方針を示した「全体構想」と、各地

域の位置付け等を踏まえて策定する「地域別構想」から成り、本計画は「全体構想」を定

めるものです。

（都市計画法 第 18条の2）

【緑の基本計画】

緑地の保全や緑化の推進に関して、市町村がその将来像、目標、施策等を定める基本

計画です。これにより、緑地の保全および緑化の推進を総合的、計画的に実施することが

できます。

（都市緑地法 第 4条）
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都市環境と田園環境が調和した本市の現

況に、気候変動への対応やSDGsの実践と

して低炭素化、生物多様性の保全、流域治

水、グリーンインフラ等に関した施策を落

とし込むためには、市域の環境がこれまで

にどのように形作られ、どのような成り立

ちを持つのかを知ることが必要です。その

ような自然と社会の成り立ちを一体的に調

べるため、「風土性調査」を導入しました。

風土とは、地域の自然に人が暮らしや生

業を通して働きかけることで形作られる、

人々が生きる環境のことです。自然から社

会、文化まで幅広く、風土の成り立ちを調

べ、それら風土の要素を分析し、要素間

の関係を調べた結果を総合・統合すること

で、風土の成り立ちを読み解くことができ

ます。こうして浮かび上がってきた地域の

実像は、市民にとって市域を見つめ直す契

機となります。

このため、本市のこれからを持続可能な

ものとするため、風土性調査によって得ら

れた視点に基いて本計画を策定しました。

マスタープラン改訂にあたっての視点（風土性調査の実施）1 － 3

年日照時間

年降水量

年平均気温

空中写真 ( 国土地理院 )

植生・生態系

現代の広域的な
交通・交易路

市街化区域
(2022 年現在 )

市街地開発整備計画区域
(1963 年時点 )

地区区分 ( 旧町村 )

神社分布 ( 小信仰圏 )

古代・中世以来の広域的な
交通・交易路と拠点

集水域・河川・水路

土壌

明治期の低湿地・旧河道
( 地表水理 /災害履歴 )

水理地質・地下水分布
( 地下水理 )

地形

地形 ( 関東平野 )

地形 ( 日本列島・プレート )

時間軸の仮定

↑

気候

市域の
現在

土地利用
近代・現代

土地利用
古代－
近世・近代

地表・地下の
自然的環境条件
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● 小山市都市整備委員会と小山市緑化審議会の開催

都市計画マスタープランの検討を行う「小山市都市整備委員会」と緑の基本計画の検

討を行う「小山市緑化審議会」を合同開催し、都市と緑を一体的に捉えた網羅的な計画と

なるよう努めました。

委員会・審議会については、学識経験者やまちづくりや緑の保全に係る団体等の役員や

活動を行う市民などを委員として、専門的な検討を重ねました。

● 小山市都市と緑のマスタープラン庁内検討委員会の開催

市長、副市長、教育長、消防長、各部課長を構成員とする検討委員会を設置し、本市

における都市づくりの方向性について検討を行いました。

● 市民意見の反映のための取組み等

計画を改訂するにあたり、市民アンケートの実施や市民懇談会の開催を行い、市民意見

の反映を行いました。

都市づくりにあたっては、中⻑期的なビジョンと継続的な取組みが必要となるため、令

和6（2024）年度から令和22（2040）年度までを本計画の期間とします。

なお、計画期間内であっても、社会潮流や環境の変化や上位計画の⾒直し、国や栃木県

等の広域的な事業の進展等に伴い、必要に応じて適宜⾒直すこととします。

マスタープラン改訂のための体制整備等1 － 4

マスタープランの計画の期間1 － 5
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「第1章 都市と緑のマスタープランの概要」では、本計画の策定の背景や目的、位置付け、

改訂にあたっての視点等を記載しています。

「第2章 小山市の過去から現在」では、本市の概況や市民アンケート、懇談会から見

える本市の強みや今後のまちづくりの課題等を整理しました。

「第3章 小山市の都市づくりビジョン」では、風土性調査により導き出された基本的

な5つの視点から、これからの都市づくりに必要な視点を整理し、都市づくりの理念、基

本目標、将来都市像を整理しました。

「第4章 市民参画・協働」では、市民・教育機関・事業者・行政がそれぞれの責任と

役割分担のもと、パートナーシッブによるまちづくりの方針について定めます。

「第5章 都市」では、都市計画マスタープランに記載すべき内容として、分野別（土

地利用、交通・道路体系、防災、景観形成、住環境）に市全体の都市づくりの方針につい

て定めています。

「第6章 みどり」では、緑の基本計画に記載すべき内容として、都市環境と田園環境

が調和した現況を将来につないでいくため、都市とみどりを一体的に捉え、より具体的な

みどりの確保目標や、みどりの保全および緑化の推進のための施策、みどりの配置方針に

ついて定めています。

なお、都市計画マスタープランは、市全体のまちづくりの方針を示した「全体構想」と、

各地域の位置付け等を踏まえて策定する「地域別構想」から構成されます。本計画は都市

計画マスタープランにおける「全体構想」を定めるもので、「地域別構想」については本

市における上位計画や関連計画等の検討状況、小山市地区まちづくり条例に基づく「地区

まちづくり構想」の内容を踏まえ、順次策定を行います。

マスタープランの構成1 － 6
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都市と緑のマスタープランの構成

全　体　構　想

地　域　別　構　想（今後策定予定）

第1章　都市と緑のマスタープランの概要

1－1　マスタープランの改訂の背景と目的
1－2　マスタープランの位置付け
1－3　マスタープラン改訂にあたっての視点（風土性調査の実施）
1－4　マスタープラン改訂のための体制整備等
1－5　マスタープランの計画の期間
1－6　マスタープランの構成
1－7　上位計画・関連計画

第2章　小山市の過去から現在

2－1　小山市を形作ってきたもの
2－2　小山市の都市づくりのレビュー（前回計画の検証）
2－3　社会情勢の変化
2－4　都市づくりに対する市民の意向
2－5　今後の都市づくりの課題

第3章　小山市の都市づくりビジョン

3－1　都市づくりの理念・目標
3－2　将来都市像
3－3　計画の体系

第 4 章　
市民参画・協働

4－1　市民参画・協働
4－2　協働のまちづくり
４－3　�公共空間・
　　　  遊休不動産の
　　　  活用

第 5 章　都市
（都市計画マスタープラン）

5－1　土地利用
5－2　交通・道路体系
5－3　防災
5－4　都市と田園の
　　　  景観形成
5－5　住環境

第 6 章　みどり
（緑の基本計画）

6－1　みどりの確保目標
6－2　みどりの保全
　　　  および緑化の
　　　  推進のための
　　　  施策
6－3　みどりの配置方針
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「都市と緑のマスタープラン」は「田園環境都市おやまビジョン」および「小山市総合

計画」を上位計画とし、交通、景観、歴史・文化、自然環境、生物多様性、防災等の関連

する内容を定めた諸計画との整合を図りつつ、国や県の計画・方針等に即して策定するも

のです。

また策定にあたっては「小山駅周辺まちづくりプラン（PLAN　OYAMA）」や「地区ま

ちづくり構想」などの市民や団体等の策定する計画と整合・連携するものとします。	

上位計画・関連計画1 － 7
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●他の分野別計画との関連性

【都市分野の計画との関連性】

本市では、立地適正化計画や空家等対策計画等の都市分野の計画において、中心市街

地である小山駅周辺については求心力を高める都市機能の誘導とまちなか居住を推進する

とともに、安心・安全な暮らしと良好な地域環境を守り維持するため、管理不全な空き家

の防止・解消と合わせ、空き家の流通・

活用促進等を実施しています。

また、景観計画においては小山らし

い景観の基盤である自然と歴史・文化

を保全・継承するとともに、自然の豊

かさが享受できるここちよい市街地の

形成を目指しています。

本計画においても、都市分野の各計

画と連携し、住みたい、住み続けたい

と思われるまちの実現に向け、各種取

組みを実施します。

【交通分野の計画との関連性】

本市では、地域公共交通計画や総合都市交通計画において、マイカーなしでも公共交通、

徒歩、自転車等で便利に移動でき、中心部と郊外部が公共交通ネットワークにより結ばれ

た、コンパクト・プラス・ネットワークのまちの実現を目指しています。

本計画においても、交通分野の各計画と連携し、誰もが移動しやすいまちの実現に向け、

各種取組みを実施します。

目指すべき都市の骨格構造（立地適正化計画）
主な関連項目

都市第5章

主な関連項目

都市第5章 交通・道路体系5－2
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【環境分野の計画との関連性】

本市では環境基本計画、生物多様性おやま戦略、森林整備計画等の環境分野の計画を

定め、健全で恵み豊かな自然環境の保全と経済・社会の持続可能な発展を含めた環境政

策を実施しています。

本計画においても、環境分野の各計画と整合を図り、人と自然が共生し、「田園環境都

市おやま」を未来につなぐための都市づくりを推進します。特に緑の基本計画については

関連が深いため、連携・協力して取組みを実施します。

【防災分野の計画との関連性】

本市では国土強靭化計画や地域防災計画において「事前防災・減災」と「迅速な復旧・復興」

について定め、大規模な災害が起こっても機能不全に陥らない「強さ」と「しなやかさ」

を兼ね備えた安心・安全な地域づくり

を推進しています。

本計画においても、防災分野の各計

画と整合を図り、災害に強い防災・減

災に資する都市づくりを推進します。

主な関連項目

都市
みどり

第5章

第6章

都市と田園の景観形成5－4

主な関連項目

都市第5章 防災5－3
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【農業分野の計画との関連性】

本市では農業振興計画や地産地消・食育推進計画、有機農業実施計画等の農業分野の

計画に基づき、基幹産業である農業の持続的な発展のための取組みや、地域ぐるみでの

有機農業の推進（オーガニックビレッジ）を進めています。

本計画においても自然や農業の持つ多面的機能を適切に評価し、農業分野の各計画との

整合を図り、各種取組みを実施します。

伸ばそう！

n

n

育もう！

n

n

活かそう！

n

n

紡ごう！

n
n

n

農業振興計画の基本⽬標と基本⽅針

主な関連項目

みどり第6章
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